第22回　小山市地域公共交通会議　議事要旨

■開催の概要
　□日　　時：2015.01.30　13:30～14:10

　□会　　場：市役所　大会議室北
　□出 席 者：大久保、大山、中島、生沼、大橋（代理：増埜）（以上、２号委員）、島田、鉢村（以上、３号委員）、西根、福田、川又、（以上、４号委員）、久米（５号委員）、川中子（６号委員）、鈴木（７号委員）、石井（８号委員）、永井（９号委員）、野口、大森、船山（代理：亀山）、間中（以上、10号委員）　計19名
　□内　　容：

（1）平成２６年度国庫補助事業に係る事業評価について
（2）新市民病院線検討進捗状況について
（3）間々田東西線車両入れ替えについて
 (4) その他　①公共交通利活用促進副読本無料券について
　　　　　　 ②全体を通しての質疑応答について
■議事要旨

（1）平成２６年度国庫補助事業に係る事業評価について
資料１及び調査報告書（速報版）に基づき、平成２６年度の事業（実証運行、利用促進事業、協働の取り組み、補助事業の活用、等）について、事務局より資料に基づき説明があり、質疑応答ののち了承された。

（2）新市民病院線検討進捗状況について
移転後の新市民病院への新路線整備について、事務局より資料２－１、２－２、２－３、２－４に基づき説明があり、質疑応答ののち了承された。

（3）間々田東西線車両入れ替えについて
事務局より資料３に基づき説明があり、質疑応答ののち了承された。

（4）その他
1 公共交通利活用促進副読本無料券について
事務局より資料４に基づき説明があり、質疑応答はなく了承された。

　　　②全体を通しての質疑応答について
（以　上）

■主な質疑応答
（1）平成２６年度国庫補助事業に係る事業評価について

（委員）

デマンドバスについては、少しずつ増加しているもののほぼ横ばいとのことであるが、今後の見通しはどのように考えているか？

（事務局）

利用者については、平成24年度は6,185人、平成25年度は8,130人、平成26年度は9,000人を超えるものと予想しており、少しずつではあるが増加している。

デマンドバスを利用する登録者数（登録率）の増加に重点を置き、長期的な利用者増につなげようと考えている。
（委員）

資料１の各路線の評価であるが、Ｂ評価の一部はＣ評価に相当するのではないか？
（事務局）

再度見直すこととしたい。
（委員）

目標の達成に関しては何か変更点はあるか？

（事務局）

資料１に、目標効果達成状況に応じて、今後の運行内容の改善点を具体的に記載している。

（委員）

デマンドバスについての目標効果について、考え方を変えていくということは？

（事務局）

利用者の「満足度」などのような指標も含めて、多面的な評価を考えていきたい。
（委員）

前回の委員会で出されたが、高齢者だけでなく車を持たない若者層もターゲットにしていくようなことを進めて欲しい。

（事務局）

了解。

（2）新市民病院線検討進捗状況について

（委員）

停留所の予定地について詳しく説明して欲しい。
（事務局）
新市民病院線の新設の停留所は資料２－２で（仮）と表記されている２カ所と、新市民病院（終点）である。間々田東西線についても黒田地区に２カ所を予定している。

これらについては警察及び道路管理者と事前に相談していく予定である。

（委員）
資料２－１にある市道3127号線の「進入不可」については、道路管理者の要望なのか？警察としては把握していないが？
（事務局）
関係者から情報収集したものであるが、再度確認する。
（委員）
各路線の時刻表（案）については、時間帯による利用者層の違いや電車の接続などにも留意して検討を進めて欲しい。

（委員）

いずれにしても利用者の意見をよく聞いて検討を進めて欲しい。

（事務局）
了解。
（委員）

新ルート案はいつごろまでに固めて、協議する予定か？

 (事務局）
５月下旬～６月頃に各会議に諮っていきたいと考えている。
（3）間々田東西線車両入れ替えについて

（委員）

車両メーカーが変わる理由は特に何かあるのか？

（事務局）

特にない。

　（4）その他

　　　②全体を通しての質疑応答について

　

（委員）

デマンドバスは、「乗り継ぎが面倒」との声がネックになっている。野木町や栃木市のように直接中心部へ行けるような工夫はできないのか？

（委員）

近隣市町村と小山市は事情が違い、タクシー事業への影響が大きいので難しい。まずは現状の運行体系のなかで利用者増を図っていきたい。

（委員）

野木町はそもそもバス路線がなかったところで、デマンドバスについても町内にある２社のタクシー事業者で運行している。下野市は市内全社で運行している。これを特定の１社で運行するとタクシー事業に大きな影響がでる。共存が大切だと考える。

（委員）

路線型バスは成功でデマンドバスは不調では、中心部と郊外部の利便性の格差が大きくなる。１日１回でいいから中心部への直通便が欲しい。利用者はバスの運行に合わせた行動をしてもらえばいい。たとえば朝夕のみ駅へ直通するような形はできないのか？

（委員）

デマンドバスの運行方法については、各市町村が現状に応じて適切と思われる運行方法を考えればいいと思う。

（委員）

栃木市のデマンドバスは、どこへでも行けるので実質タクシーと同じになっている。運転免許自主返納でタクシー券（500円）が配布され、４人集まれば2,000円でいろいろなところへ効率よく利用しているようだ。タクシー会社が維持できるアイデアが欲しい。

（委員）

栃木市の場合は、小山市とは逆で路線型バスが不調で、デマンドバスに利用が集中してしまっている。どちらかに偏りすぎてもいけない。両者のバランスを考えた事業が大切だ。

